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Bensour隕石 (LL6)の化学組成・鉱物組成の不均一性:はやぶさサンプル分析との関
連
Heterogeneity of chemical and mineral compositions of Bensour meteorite (LL6) in rela-
tion to Hayabusa sample analysis.
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昨年 6月小惑星探査機「はやぶさ」が地球に帰還した。「はやぶさ」は小惑星イトカワを観測し、イトカワ表面のサン
プルを持ち帰ってくることに成功した。小惑星はそれが誕生したころの記録を比較的よくとどめていると考えられてお
り、そのサンプルを分析することにより太陽系初期の様子を知る手がかりを得ることができると期待されている。しか
し、実際に「はやぶさ」が持ち帰ったサンプルは、大きくとも 100μｍ程度であり、多くは 10μｍ以下の粒子である [1]。
このように試料が微小な場合、試料から得ることのできる化学組成や含まれる鉱物の割合はイトカワ表面を構成する物
質を代表しないと思われる。そこで、試料が小さくなるとバルクと比べて化学組成や鉱物組成がどのように変化するの
かを、隕石組織と関連して調べる必要がある。
　はやぶさ探査機の赤外観測によりイトカワの表面物質はコンドライト隕石（LL5, 6）に類似していると考えられてい

る [2]。そこで、本研究では LL6 コンドライトである Bensour隕石をもちいて、元素マッピングをおこなうことにより、
サンプルサイズを小さくすると化学組成や鉱物組成がどの程度変動するのかを定量的に調べた。元素マッピングは、研磨
薄片上の約４ｍｍ×４ｍｍの領域２カ所において、1024x1024画素サイズで、１３元素（Al, Ca, Cr, Fe, K, Mg, Mn, Na,
Ni, P, S, Si, Ti）について行った。また、得られた元素マップから鉱物マップを作成した。測定範囲に含まれていた鉱物
は、olivine, Ca-poor pyroxene, Ca-rich pyroxene, plagioclase, apatite, whitlockite, taenite, kamacite, chromiteであった。
得られた元素マップおよび鉱物マップを、画像上において 4分割、16分割と分割数を大きくしていき、各分割数で

分割された領域での特性�線強度や鉱物モードの標準偏差を求めた。特性Ｘ線強度や鉱物モード、および分割数を増や
してくことによるこれらの標準偏差の変化は、２つの測定領域で大きく異なることはなく、今回測定した領域が隕石の
おおよその平均的な特徴を代表していると考えられる。各元素について、特性Ｘ線強度で規格化した標準偏差が分割数
を大きくするとどのように増加するかを比較した。P , Niや Crといった存在度の小さな元素は、SiやMgといった存在
度の大きな元素に比べて、規格化した標準偏差が大きい。これは、このような存在度の小さな元素が局所的に分散して
存在している特定の鉱物（それぞれ、Caリン酸塩鉱物、taeniteや chromite）に濃集しているためである。一方、存在度
が小さくても規格化した標準偏差が比較的小さい元素（K, Mn, Ti）もあり、これらの元素はモードの大きな鉱物（K は
plagioclase, Mn, Tiは pyroxene）中に低濃度で存在していることによるものである。今回の解析により、はやぶさサンプ
ルの初期分析で分配された粒子サイズ [3]において、LL6コンドライトで各元素のばらつきがどの程度になるかを定量的
に予想することができる。
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